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蜜蜂と遠雷         恩田 陸／著 

恋のゴンドラ        東野 圭吾／著 

九十歳。何がめでたい    佐藤 愛子／著 

コンビニ人間        村田 沙耶香／著 

雪煙チェイス        東野 圭吾／著 

三鬼   宮部 みゆき／著 

罪の声   塩田 武士著 

氷の轍       桜木 紫乃／著 

騎士団長殺し 第 1 部   村上 春樹／著 

騎士団長殺し 第 2 部   村上 春樹／著 

  森 絵都／著 

危険なビーナス       東野 圭吾／著 

ｉ           西  加奈子／著 

夜行          森見 登美彦／著 

みかづき         森  絵都／著 

沈黙法廷       佐々木 譲／著 

コーヒーが冷めないうちに  川口 俊和／著 

火花        又吉 直樹／著 

ハリー・ポッターと呪いの子  J.K.ローリング／著 

声なき蟬 上      佐伯 泰英／著 

声なき蟬 下      佐伯 泰英／著 

 

ヨムちゃんをさがせ！ 

 日 時：平成 29年５月５日（金）祝日 

    10時～1６時 こどもの日 

場 所：函館市中央図書館児童コーナー 

定 員：子ども５0人（先着順） 

対 象：小学生  参加費：無料 

児童コーナーにかくれているヨムちゃんを 

１０個見つけよう！全部見つけたら記念品を 

さしあげます。申込み不要、ぜひご参加を！！ 

＼平成 29 年４月１日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

  第１回 郷土の歴史講座 

 「函館オーシャンを追って」～戦後の最強時代編～ 

日 時：平成 29年５月 2０日（土） 

    1４時～1５時 30分（開場 13時半） 

場 所：函館市中央図書館視聴覚ホール 

定 員：150名（申込み不要・当日受付） 

 

 

 

 

 

 

創立 110周年を迎えた日本 

最古の社会人野球チーム 

「函館太洋倶楽部」について日本

経済新聞社編集局の小林肇氏に 

お話しいただきます。 
お問い合わせ先 中央図書館 ☎３５－５５００

０ 



 

タイトル：「30代作家が選ぶ太宰治」 
 

なかなか衝撃的なタイトルですが、内容は中学生の娘と距離が出来たように感じる四

十路お父さんが、会話をすることで歩み寄ろうと奮闘するノンフィクションです。朝 6

時の珈琲屋で繰り広げられる娘との真剣勝負は笑いあり、涙あり。もちろん、タイトル

の件についても真面目に議論をしています。「正しい彼氏の作り方」から「生きる意味」

まで、親子が同じ土俵に立って真剣に存分に語り合う姿は、とても読みごたえがありま

した。中学生の時に父親とこんな会話ができたら面白かっただろうなと思わずにいられ 

  ません。 

タイトル：「お父さんがキモい 

理由を説明するね」 

タイトル：「数学ガール」  

数学好きの高校生「僕」が、賢い同級生「ミルカ」・数学が苦手な後輩「テトラ」と、

数学について語り合う、数学を題材にした心ときめく青春小説です。 

 扱っている数学は本格的で一見とっつきにくいですが、説明がわかりやすいので、数学

が苦手でも大丈夫です。数式の意味がよくわからないときはながめるだけにして、まずは

物語だけ読んでみてください。数学が好きな人もそうでない人も楽しめる内容になってい

ると思います。 

 

著者：結城 浩／監修 出版社：ソフトバンククリエイティブ（2007年 6月） 

 

 

著者：中山 順司 出版社：泰文堂（2014年 5月） 

 

著者：太宰 治／著 出版者：講談社（2016年 4月） 

太宰治は好き嫌いが分かれる作家だと思います。まだ太宰作品を読んだことのない方に

こちらの作品をおすすめします。朝吹真理子、西加奈子、村田沙耶香等 7人の作家が自分

のお気に入りの小説を短い解説とともに紹介しています。作家が選ぶだけあって、個性的 

かつ一風変わった作品が揃っています。読んだ中では津村記久子選「駆込み訴え」が印象

に残りました。同シリーズで「男性作家が選ぶ太宰治」「女性作家が選ぶ太宰治」もあり

ますので、手に取っていただけたら嬉しいです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

函館公園全図（1810662674） 

 

明治 15年（1882年）に発行された、函館公園を描いた錦絵３枚続きの木版画です。 

桜や梅の木々の間には博物場や茶屋の姿も見え、当時の園内の様子がよくわかる絵図になります。              
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載
り
ま
し
た
。
最
近
出
版
関
係
者
で
こ
の
よ
う
な
発
言

を
す
る
人
が
い
て
、
道
新
以
外
の
新
聞
や
雑
誌
で
も
同
様
な
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。 

私
は
昨
年
末
、
こ
の
記
事
に
登
場
し
て
い
る
新
潮
社
佐
藤
社
長
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た

が
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
し
た
。
刷
り
部
数
の
多
い
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
は
買
わ
な
い
で
ほ
し
い
、

文
庫
を
入
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
す
。
講
演
で
は
、
刷
り
部
数
の
少
な
い
小
説

は
図
書
館
で
買
っ
て
ほ
し
い
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
指
名
さ
れ
た
の
で
「
図
書
館
で

は
出
版
後
す
ぐ
買
う
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
し
、
刷
り
部
数

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
知
る
術
が
な
い
。
文
庫
化
さ
れ
た
時
内
容
が
変
わ
る
も
の

が
あ
り
、
優
れ
た
解
説
も
つ
く
の
で
、
図
書
館
で
も
資
料
と
し
て
の
価
値
が
あ
る
が
、
そ

の
点
ど
う
考
え
る
の
か
。
」、
と
質
問
し
ま
し
た
が
、
そ
の
通
り
で
す
ね
と
言
っ
て
、
質
問

に
は
な
に
も
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

図
書
館
に
と
っ
て
、
本
は
一
番
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
大
事
な
も
の
で
、
出
版
物
が
な

く
な
っ
た
ら
存
在
価
値
が
問
わ
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
図
書
館
は
出
版
社
と
一
緒
に
出

版
文
化
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
小
説
等
は
大

手
で
も
、
初
版
三
千
部
か
ら
六
千
部
で
、
そ
の
う
ち
千
部
か
ら
多
い
も
の
で
は
三
千
部
は

図
書
館
が
買
っ
て
い
ま
す
。
小
説
の
出
版
は
図
書
館
が
支
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
図
書
館
が
幅
広
く
買
い
続
け
る
こ
と
で
、
作
家
が
育
ち
、
良
い
作

品
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
冊
も
買
え
な
い

の
が
図
書
館
で
す
。
も
し
沢
山
買
っ
て
も
、
数
年
で
人
気
は
収
ま
り
ほ
と
ん
ど
は
閉
架
に

し
ま
い
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
気
の
本
の
予
約
を
待
つ
の
は
あ
ま
り
に
待
た
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
出
版
社
、
図
書
館
そ
し
て
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

も
、
こ
の
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
共
に
考
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
ま
す
。 

 



 

 

 

 

図書館には様々な展示がありますが、今回は回廊にあるガラス展示をご紹介いたします。 
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こちらでは東日本大震災の本や、防災・安全対

策の本を紹介しているほか、函館市が作成し

ているハザードマップや防災ハンドブックを

展示しています。支援に行った館長が撮影し

た宮城県名取市の写真とあわせてご覧くださ

い。 

ガラス展示 A「震災の記憶・防災の備え」 

ガラス展示 B「第 56回市民文芸」 

2017 年 3 月 18 日に表彰式のあった第 56

回市民文芸について展示しています。市民文

芸作品集はバックナンバーも含めて貸出して

いますので、ご希望の方は中央図書館一階雑

誌Ａの棚へどうぞ。 

普段は見ることが出来ないバックヤ

ード仕事の様子や、ボランティアの

方々の作業風景を図書館の一日の流

れを追って紹介しています。図書館

の運営は色々な人々に支えられてい

るのがわかります。 

 

 

ガラス展示 C「図書館の一日」 

タイム 
カプセル 

児童コーナー 


